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地域の課題解決・魅力向上を目的に、「ボランティア」と「ボラン

ティアを求める団体」のマッチングを行い、本市の市民活動に多様な

人材を繋げることで協働によるまちづくりを推進している当センタ

ー。今回のマッチングは沖縄とベトナムを繋ぐ架け橋となった。 

3月 28日(日)ジャッキーステーキハウスの牛丼がベトナム人留学

生・技能実習生のコミュニティへ 30食分提供された。 コロナ禍で、

困窮している人々の力になりたいと、ジャッキーステーキハウスから

相談を受けた当センターは、登録団体である「多文化ネットワーク fu!

ふ沖縄」よりベトナム人コミュニティが支援を必要としているという情

報を受け、今回のマッチングへつながった。 

ジャッキーステーキ自体、コロナ禍で経営に打撃を受ける中、現社

長の伊波さんが先代から受け継ぐ、「少しでもお客さん・地域に還元

したい、食べて喜んでもらいたい」という気持ちを長田さんへ伝え、

その思いが、今回この牛丼提供を発案したジャッキーステーキスタッ

フ皆さんの原動力となった。企業の社会的責任＝CSR活動が活発に

なるなかで、「自分たちだけが大変なわけではない。みんな大変なな

かで、その時できることをやる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャッキーステーキハウス  

 1953年 「ニューヨークレストラン」の暖簾
の れ ん

分けで

嘉手納にオープン、1961年に辻町に移転し「ジャ

ッキーステーキハウスとなった。老舗ながら創業当

時から変わらない味、価格、ボリュームの料理を提

供。 

 ２０００年に沖縄とベトナムの友好の証として建築

資材から調度品まで全てベトナムから運び、ベトナ

ムの技術者によって建てられた「アダガーデンホテ

ル」とコラボし、おしぼりパッケージをデザイン。ベ

トナムから輸入しているこちらのおしぼりはジャッ

キーステーキハウス店舗とアダガーデンホテルで手

に取ることができる。 

 HP Instagram Facebook 

 

多文化ネットワーク fu!ふ沖縄 

 様々な人々が公平で良好な関係を築き、お互いに

支えあうことができる持続可能な地域社会を構築

することを目的に2020年 6月設立。外国人へ

のコロナ禍での状況アンケートやネットワーク構築

のための会議を実施。 

 活動内容： 

① 多文化共生に関する調査 

② 多文化共生に関わる団体のネットワーク構築 

③ まちかど相談コーナー 

④ コロナ禍で生活の困りごとを抱えた 

外国人へのサポート 

 

 Facebook HP 
代表 大仲さん(左) メンバーの将司さん(右) 

 

3月28日(日) 牛丼を受け取った、ベトナム人留学生、技能実習生のみなさん↓ 

 

マッチング 

 

 

 

なは市民活動支援センター 

 

ベトナム人コミュニティを紹介 

地域の課題解決・魅力向上を目的に、「ボランティア」と「ボランティア

を求める団体」のマッチングを行い、本市の市民活動に多様な人材を繋げ

ることで協働によるまちづくりを推進している当センター。今回のマッチ

ングは沖縄とベトナムを繋ぐ架け橋となった。 

3月 28日(日)ジャッキーステーキハウスの牛丼がベトナム人留学生・

技能実習生のコミュニティへ 30食分提供された。 コロナ禍で、困窮して

いる人々の力になりたいと、ジャッキーステーキハウスから相談を受けた

当センターは、登録団体である「多文化ネットワーク fu!ふ沖縄」よりベト

ナム人コミュニティが支援を必要としているという情報を受け、今回のマ

ッチングへつながった。 

ジャッキーステーキ自体、コロナ禍で経営に打撃を受ける中、原動力と

なったのは、先代から受け継ぐ「少しでもお客さん・地域に還元したい、食

べて喜んでもらいたい」という思いだと牛丼提供発案者の長田さんは話

された。現社長の伊波さんが先代の理念を長田さんに伝えたことから、こ

の計画が始まり、スタッフの皆さんも含めて、この理念を基にチームで一

丸となって成しえた提供活動であった。企業の社会的責任＝CSR活動が

活発になるなかで、「自分たちだけが大変なわけではない。みんな大変な

なかで、その時できることをやる。」とおっしゃった長田さんは CSR を意

識せずとも、このような状況下で何ができるか考え、実践し『対応力』をみ

せた。 

牛丼を提供 

https://www.steak.co.jp/
https://www.instagram.com/jackssteakhousesince1953/
https://www.facebook.com/jacks1953/
https://www.facebook.com/%E5%A4%9A%E6%96%87%E5%8C%96%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AFfu-%E3%81%B5%E6%B2%96%E7%B8%84-100945088446801/
http://tabunkanet.org/about-us/
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ベトナムと沖縄をつなぐサプライズ 

 スペシャルな牛丼 

今回提供した牛丼は、ベトナム人コミュニティに提供す

るためジャッキーステーキ店長伊禮さんとベトナム人ス

タッフのスゥンさんによってベトナム風の味付けとなっ

ている。 お店にある調味料だけではなかなか納得でき

るベトナムの味にならず、スゥンさん自前のベトナム調味

料を使い試行錯誤しながら完成度を高めたという。これ

には発案者の長田さんも“届けるだけがゴールじゃなく

て、食べて喜んでもらえるのがゴールと二人が考えてく

れるのが嬉しかった”と笑みをこぼしていた。   

写真(左)スゥンさん (右)伊禮さん 

 

 ベトナムの国旗×ジャッキステーキロゴ 

ただ牛丼を届けるのではなく“喜んでほしい”という思

いから、牛丼パッケージ一つ一つにベトナムの国旗とジ

ャッキーステーキハウスのロゴをプリントしたシールが貼

られている。 

 

異国の地で寂しい思いをしている中、国旗のシールや

故郷を思い出させる料理を作れたのはうれしいと発案

者の長田さんは話された。 

★ベトナムの方からのコメント★ 
 

左から：ジャッキーステーキ 店長 伊禮さん、スゥンさん、 

なはセン渡嘉敷 、多文化ネットワーク fu！ふ沖縄 大仲さん 

左から：ジャッキーステーキ 長田さん(発案者)、 

多文化ネットワーク fu！ふ沖縄 将司さん 

これからも『CSR』を意識して活動を続けるわけではなく、続

けられるかもわからないです。しかし、社長のゴーサインのも

と、みんなが今回この活動に賛同し、伊禮さんやスゥンさんが

商品開発しているときは、周りのスタッフが協力して、チーム

で支えあってできたことが良かったです。今後もその時でき

ること考えてやっていきたいと思います。 

発案者：ジャッキーステーキハウス 長田さん 

 

 

ジャッキーステーキさんから私たちベトナム人のために３０食

もの牛丼をいただき、本当に、ありがとうございました。味も

私たちにあった味で皆おいしかったと言っていました。コロナ

のために、なかなか牛肉も買いに行けないので、皆大喜びで感

謝しながら頂きました。コロナが落ち着きましたらお店の方に

行ってみたいと思っています。 

皆さんの善意に心から感謝申し上げます。 

 

コザカトリック教会 

ピーターチェ神父 
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 4/25 にも牛丼提供を実施 （ジャッキーステーキハウスからのベトナム語の手紙も同封）↓ 

★ベトナムの方からのコメント２★ なかには Facebook でジャッキーステーキハウスへ直接メッセージを送った方も。。！ 

 


